
【取組内容③】 ・単元を通して課題解決を生徒に委ね、主体的・対話的で深い学びへ導く工夫。
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・単元を通した課題を設定し、生徒は各自のペースや方法で
学習を進める。課題を解決するための必要な情報を探す活
動は生徒に委ねるため、１時間ごとの学習事項の整理は実
施せずに、単元末にまとめて実施する。各時では、自己の学
習の調整を図るため、学習への取組状況や次時への展望を
ふまえた振り返りを行い、指導者と生徒で共有する。（図
８）調整が図られていない生徒に対しては、個別に支援する。
単元の授業に入る時には事前に学習用端末を介し、単元計
画や評価基準を示し（図９）、生徒が学習の見通しを立て
進められるよう、予習課題を準備する。（図1０） 課題例と
して、実験手順の動画（デジタル教科書）や解説動画の視
聴を行う。
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